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6．短期大学連絡協議会

○　短期大学連絡協議会報告

〔座長〕 精華女子短期大学教授 大石正人

　本年度の短期大学連絡協議会は、出席予定校11校、うち10校19名が参加した。

平成4年度には3日間にわたって、同協議会が開催されたが、本年度は昨年と同じ

ように、午前9時より10時20分までの80分間の1日だけの開催となった。

　議題としては、今年度の統一テーマ（改革の中の一般教育一カリキュラムと実

施体制〉として、一般教育の開講科目を専門科目との関連において、どのように

改訂すべきかを中心に意見を交わすことにした。

　今回は座長の私が、当番校としての立場から、現在の短大の姿を全国的な視野

に立って説明し、それを中心に討議を進めることにした。以下はその概要である。

　・東京大学名誉教授、清水義弘氏の意見

　清水氏によると、私立短大の前途は険しく、助成削減・学生不足・経営優先等

により、数年後には大量倒産時代が来ると指摘している。　（1992年「短大に明日

はあるかj学文社）

　・日本橋女学院短期大学、池木清氏の意見

　女子学生の進学状況の近年の推移を見ると、短期大学・4年制大学ともに、そ

の進学率は向上して、4年忌大学が増えれば、その分短期大学が減るという関係

は成立していない。だが短期大学か4年制大学かに迷っている女生徒に対する教

員の指導態度は圧倒的に4年制大学優先である。更に雇用機会均等法が施行され、

職業に就くという意味での、短大女子の有利性が消滅した。

　こういう状況の下では女子の4年制大学志向は強まることは確実で、現在の短

大進学層のうち、学力上位層は抜けていく。これを女子短大は、現在の専門学校

進学層から補充することになるから、その将来は、専門学校との競争に打ち勝て

るか否かにかかっている。

　短期大学と専門学校の最大の相違点は、一般教養の有無、ないし充実度の差に

あるから、これを充実させ、世間にも強調することが、短期大学サバイバルの基

本的な方策である。

・「一般教養」から「教養教育群」に改革（愛知淑徳短期大学の場合）
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①教養教育科目と専門科目との比率を約1：2とする。

②卒業要件単位のうち、教養科目として2◎～24単位を卒業要件単位とする。

③教養教育科目はすべて、半期科目とし、教養科目群・共通科目群の2種類に区

　分し、いずれも選択科目とする。

④共通科霞群については、4年鋼大学との単位互換科目を設定する。

　この報告に対して、出席の各大からの報告並に討議がなされた。以下は討議・

報告の主なものをまとめてみた。

①各短大共に「一般教育検討委員会」　「将来検討委員会j　r自己点検・自己評価

　委員会」等が設置され、熱心な討議がなされているが、これらの委員会は部長

　レベルばかりでなく、一般教育参加のもとに是非したいものである。

②一般教育の見直しが各短大共に進んでいるが、専門教科優先の考えが多く、専

　門学校と同じものになるのではないか、結局は4年制大学志向になるのではな

　いか、生き残りをかけるのにはどうしたらよいか、等の模索が続いている。’

③一般教育改革は「一般教養科目」　「外国語」　「体育」の枠をとりはずし、自由

　な選択にした短大もあった。即こういう改革の結果、専門科目志向が強まり、

　又一般教育の選択性がふえてゆく中で、大学自体は非常勤講師の削減が打ち出

　され、しわ寄せが一般教育の教員にきて、大変な負担増となっている。

④過去の評判のよい教科f心理学」　「教育学」等は残し、新たに学生が興味をそ

　そる教科ヂ映像を考える」　「生命科学j　r児童文学」　「民族学」等をとり入れ

　たらどうであろうか。更に外国語等は高校と同じ訳読をやめド英字新聞を読む」

　とか「英字絵本を見る」などの十三にしてはどうかとの提案もなされた。
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